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先
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略
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・
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一　

略 

歴

一
九
三
三
年
六
月
二
八
日
、
福
井
市
生
ま
れ

二
〇
一
九
年
一
〇
月
三
〇
日
、
逝
去　

享
年
八
六

【
学
歴
】

　

一
九
五
八
年
三
月
、
福
井
大
学
教
育
学
部
卒
業

【
職
歴
】

　

一
九
五
八
年
四
月
～
一
九
六
七
年
三
月
、
福
井
県
立
高
志
高
等
学
校
教
諭

　
　
（
社
会
科
）

　

一
九
六
七
年
四
月
～
一
九
七
六
年
三
月
、
福
井
県
立
丸
岡
高
等
学
校
教
諭

　

一
九
七
六
年
四
月
～
一
九
七
九
年
三
月
、
福
井
県
教
育
研
究
所
第
一
課
研
究

　
　
　
　
　

主
事

　

一
九
七
九 

年
四
月
～
一
九
八
〇
年
三
月
、
福
井
県
総
務
部
文
書
学
事
課
県
史

編
さ
ん
室
県
史
編
さ
ん
係
係
長
（
併
任
・
高
志
高
等
学
校
）

　

一
九
八
〇 

年
四
月
～
一
九
八
三
年
五
月
、
福
井
県
総
務
部
県
史
編
さ
ん
室
県

史
編
さ
ん
係
係
長
（
併
任
・
高
志
高
等
学
校
）

　

一
九
八
三 

年
五
月
～
一
九
八
五
年
三
月
、
福
井
県
総
務
部
県
史
編
さ
ん
室
室

長
補
佐
（
県
史
編
さ
ん
担
当
・
併
任
・
高
志
高
等
学
校
）

　

一
九
八
五 

年
四
月
～
一
九
八
六
年
三
月
、
福
井
県
総
務
部
県
史
編
さ
ん
課
課

長
補
佐
（
県
史
編
さ
ん
担
当
・
併
任
・
高
志
高
等
学
校
）

　

一
九
八
六 

年
四
月
～
一
九
八
八
年
三
月
、
福
井
県
教
育
研
究
所
第
一
課
課
長

　

一
九
八
八 

年
四
月
～
一
九
八
九
年
三
月
、
福
井
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
課
長

補
佐
（
生
涯
学
習
担
当
）

　

一
九
八
九 
年
四
月
～
一
九
九
一
年
三
月
、
福
井
県
立
道
守
高
等
学
校
定
時
制

教
頭

松
原
信
之
先
生 

略
歴
・
業
績
目
録

本
会
事
務
局
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一
九
九
一 

年
四
月
～
一
九
九
四
年
三
月
、
福
井
県
立
福
井
南
養
護
学
校
校
長

　

一
九
九
九 

年
七
月
～
二
〇
〇
四
年
七
月
、
中
野
重
治
文
庫
記
念
丸
岡
町
民
図

書
館
館
長

　

二
〇
〇
四
年
八
月
～　

坂
井
市
立
丸
岡
図
書
館
小
葉
田
文
庫
名
誉
館
長

【
受
章
・
受
賞
】

　

一
九
五
八
年
、
福
井
県
文
化
奨
励
賞

　

二
〇
〇
三
年
、
福
井
新
聞
社
文
化
賞

　

二
〇
一
三
年
、
福
井
県
文
化
賞　
　
　

ほ
か

【
学
会
等
】

　

 

福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
（
理
事
）、
北
陸
都
市
史
学
会
（
一
九
七
八
年
～

二
〇
〇
七
年　

幹
事
）、
福
井
県
地
域
史
研
究
会
、
福
井
県
史
研
究
会

（
一
九
九
七
年
～　

会
長
）、
福
井
城
の
復
元
を
す
す
め
る
会
（
会
長
）、
公

益
財
団
法
人
歴
史
の
み
え
る
ま
ち
づ
く
り
協
会
（
副
理
事
長
）
ほ
か

　
　
　

二　

業
績
目
録

　

凡 

例　

福
井
県
立
図
書
館
の
蔵
書
を
中
心
に
調
査
を
行
い
、業
績
を
「（
一
）
単
著
」「（
二
）

編
集
・
監
修
」「（
三
）
自
治
体
史
・
地
区
誌
」「（
四
）
論
文
」「（
五
）
短
文
・
随
想
・

読
み
物
・
報
告
要
旨
」「（
六
）
史
料
集
・
史
料
紹
介
」「（
七
）
書
評
」「（
八
）
講
演
録
」

「（
九
）
事
典
項
目
」
の
九
つ
に
分
類
し
た
。
こ
の
う
ち
「（
四
）
論
文
」
と
「（
五
）
短
文
・

随
想
・
読
み
物
・
報
告
要
旨
」
の
分
類
は
、
注
記
の
有
無
や
原
稿
の
分
量
等
に
基
づ

き
、
便
宜
的
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
。「（
四
）
論
文
」
は
主
要
な
も
の
は
網
羅
し
た

つ
も
り
だ
が
、「（
五
）
短
文
・
随
想
・
読
み
物
・
報
告
要
旨
」
に
つ
い
て
は
、
新
聞
・

雑
誌
等
へ
の
寄
稿
文
等
で
遺
漏
も
多
い
。
ま
た
「（
九
）
事
典
」
に
つ
い
て
も
網
羅
性

を
欠
く
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　
　
（
一
）
単　

著

①
『
若
越
城
下
町
古
図
集
』
古
今
書
院
、
一
九
五
七
年
七
月

②
『
越
前
朝
倉
氏
と
心
月
寺
』
心
月
寺
、
一
九
七
二
年
一
〇
月

③
『 

朝
倉
氏
と
戦
国
村
一
乗
谷
』（
福
井
県
郷
土
新
書
４
）
福
井
県
郷
土
誌
懇

談
会
、
一
九
七
八
年
七
月
→
『
朝
倉
氏
と
戦
国
村
一
乗
谷
』（
読
み
な
お

す
日
本
史
）
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
二
月 

と
し
て
再
刊

④
『 

越
前
朝
倉
一
族
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
年
一
一
月
→
『
越
前
朝
倉

一
族
（
新
装
版
）』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月　

と
し
て
再

刊
（
一
部
改
訂
）

⑤
『
越
前
朝
倉
氏
の
研
究
』
三
秀
舎
、
二
〇
〇
八
年
五
月

　

＊
単
著
『
順
化
地
区
の
あ
ゆ
み
』
は
「（
三
）
自
治
体
史
・
地
区
誌
」
に
記
載
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（
二
）
編
集
・
監
修

①
『 
写
真
集 

明
治
・
大
正
・
昭
和 

福
井
―
ふ
る
さ
と
の
想
い
出
』
国
書
刊
行
会
、

一
九
七
九
年
一
月
［
舟
沢
茂
樹
と
の
共
編
著
］

②
『
福
井
県
の
不
思
議
事
典
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
［
編
著
］

③
『
朝
倉
義
景
の
す
べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
三
年
八
月
［
編
著
］

④
『 

保
存
版 

福
井
・
坂
井
・
あ
わ
ら
の
今
昔
』
郷
土
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年

八
月
［
監
修
］

⑤
『 

福
井
県
謎
解
き
散
歩
』（
新
人
物
文
庫
）
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
一
二
年

五
月
［
編
著
］
＊
②
の
改
題
・
新
編
集

　
　
（
三
）
自
治
体
史
・
地
区
誌

 

・ 

福 

井
県
編
『
福
井
県
史 

通
史
編
２ 

中
世
』
福
井
県
、一
九
九
四
年
三
月
［
中

世
史
部
会
調
査
執
筆
員
、「
第
三
章
第
六
節 

長
禄
合
戦
」「
第
四
章
第
一

節 

応
仁
の
乱
と
朝
倉
・
武
田
氏
（
二
～
四
）」「
第
四
章
第
二
節 

朝
倉
氏

の
領
国
支
配
（
一
～
四
」）「
第
六
章
第
二
節 

仏
教
各
宗
派
の
形
成
と
動

向
（
三
）」
執
筆
（
第
六
章
第
二
節
の
み
金
龍
静
と
の
共
著
）］

 

・ 

福 

井
県
編
『
福
井
県
史 

通
史
編
３ 

近
世
一
』
福
井
県
、
一
九
九
四
年
一
一

月
［
近
世
史
部
会
調
査
執
筆
員
、「
第
五
章
第
二
節 

越
前
の
真
宗
」
執
筆
］

 

・ 

福 

井
県
編『
福
井
県
史 

通
史
編
４ 

近
世
二
』福
井
県
、一
九
九
六
年
三
月［
近

世
史
部
会
調
査
執
筆
員
］

 

・ 

福 

井
県
編
『
福
井
県
史 

資
料
編
３ 

中
・
近
世
一
』
福
井
県
、
一
九
八
二
年

三
月
［
県
史
編
さ
ん
室
本
巻
担
当
］

 

・ 

福 

井
市
編
『
福
井
市
史 

通
史
編
一 

古
代
・
中
世
』
福
井
市
、
一
九
九
七
年

三
月
［
古
代
・
中
世
史
部
会
調
査
執
筆
員
、「
第
五
章
第
五
節 

荘
園
制
下

の
信
仰
と
宗
教
（
１
～
４
）」「
第
六
章
第
一
節 

朝
倉
氏
の
台
頭
」「
第
六

章
第
二
節 

朝
倉
氏
の
支
配
権
の
確
立
」「
第
六
章
第
三
節 

朝
倉
氏
の
最

盛
期
と
滅
亡
」「
第
六
章
第
四
節 

朝
倉
氏
の
家
臣
団
と
領
国
支
配
」「
第

六
章
第
五
節 

朝
倉
氏
の
領
国
民
支
配 

２
交
通
と
商
業
」「
第
七
章
第
二

節 

朝
倉
氏
の
信
仰
と
寺
社
」「
第
八
章
第
二
節 

柴
田
勝
家
の
越
前
支
配

と
北
庄 

３
城
下
町
北
庄
の
成
立
（
松
浦
義
則
と
の
共
著
）」
執
筆
］

 

・ 

福 

井
市
編
『
福
井
市
史 

通
史
編
二 

近
世
』
福
井
市
、二
〇
〇
八
年
六
月
［
近

世
史
部
会
調
査
執
筆
員
、「
第
三
章
第
一
節 

北
庄
か
ら
福
井
庄
へ
」「
第

三
章
第
二
節 

城
下
町
の
支
配
と
自
治
」「
第
三
章
第
三
節 

北
陸
道
と
宿

駅
・
河
川
」「
第
五
章
第
五
節 

災
害
と
飢
饉
」
執
筆
］

 

・ 

福 

井
市
編
『
福
井
市
史 

資
料
編
２ 

古
代
・
中
世
』
福
井
市
、
一
九
八
九
年

三
月
［
古
代
・
中
世
史
部
会
調
査
執
筆
員
］

 

・ 

福 

井
市
編『
福
井
市
史 

資
料
編
３ 

近
世
一
』福
井
市
、一
九
八
六
年
三
月［
近

世
史
部
会
調
査
執
筆
員
］

 

・ 

福 

井
市
編『
福
井
市
史 

資
料
編
４ 

近
世
二
』福
井
市
、一
九
八
八
年
三
月［
近

世
史
部
会
調
査
執
筆
員
］

 

・ 

福 

井
市
編『
福
井
市
史 

資
料
編
５ 

近
世
三
』福
井
市
、一
九
九
〇
年
三
月［
近

世
史
部
会
調
査
執
筆
員
］

 
・ 
福 
井
市
編
『
福
井
市
史 

資
料
編
６ 

近
世
四
上
』
福
井
市
、
一
九
九
七
年
三

月
［
近
世
史
部
会
調
査
執
筆
員
］

 

・ 

福 

井
市
編
『
福
井
市
史 

資
料
編
６ 

近
世
四
下
』
福
井
市
、
一
九
九
九
年
三

月
［
近
世
史
部
会
調
査
執
筆
員
］
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・ 
福 

井
市
編『
福
井
市
史 

資
料
編
７ 

近
世
五
』福
井
市
、二
〇
〇
二
年
三
月［
近

世
史
部
会
調
査
執
筆
員
、
解
題
を
分
担
執
筆
］

 

・ 

福 
井
市
編『
福
井
市
史 

資
料
編
８ 

近
世
六
』福
井
市
、二
〇
〇
四
年
三
月［
近

世
史
部
会
調
査
執
筆
員
、
解
題
を
分
担
執
筆
］

 

・ 

福 

井
市
編『
福
井
市
史 

資
料
編
９ 

近
世
七
』福
井
市
、一
九
九
四
年
三
月［
近

世
史
部
会
調
査
執
筆
員
、
解
題
を
分
担
執
筆
］

 

・ 

福 

井
市
編
『
福
井
市
史 
資
料
編
別
巻 

絵
図
・
地
図
』
福
井
市
、
一
九
八
九

年
三
月［
絵
図
部
会
特
別
調
査
執
筆
員
、「
３
城
下
絵
図
」「
４
町
絵
図
」「
付

録
図
解
説
１
」
執
筆
］

 

・ 

朝 

日
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
朝
日
町
史 

通
史
編
』
朝
日
町
役
場
、

二
〇
〇
三
年
三
月
［
編
纂
委
員
会
参
与
、「
第
一
章
第
四
節 

古
代
の
行
政

組
織
」「
第
二
章
第
一
節 

庄
園
と
領
主
」「
第
二
章
第
二
節 

朝
倉
氏
の
領

国
支
配
と
朝
日
町
」「
第
二
章
第
三
節 

織
豊
時
代
の
朝
日
町
」「
第
二
章

第
四
節 

天
王
宮
応
神
寺
と
朝
日
寺
」「
第
三
章
第
一
節
三 
吉
江
藩
の
成

立
と
朝
日
町
」「
第
三
章
第
八
節 

朝
日
町
の
宗
教
と
寺
社
」「
第
四
章
第

二
節 

中
世
に
お
け
る
越
知
山
大
谷
寺
の
興
亡
」「
第
四
章
第
三
節
「
越
知

山
大
谷
寺
神
領
坊
領
目
録
」
と
「
越
知
山
年
中
行
事
」」「
第
四
章
第
四
節 

織
豊
時
代
の
大
谷
寺
」「
第
四
章
第
五
節 

近
世
に
お
け
る
越
知
山
大
谷
寺

の
再
興
と
寺
内
の
整
備
」「
第
四
章
第
六
節 

越
知
山
大
谷
寺
の
組
織
構
成
」

「
第
四
章
第
七
節 

越
知
山
大
谷
寺
の
法
会
・
神
祭
と
運
営
」「
第
四
章
第

八
節 

越
知
神
社
の
成
立
と
天
台
宗
大
谷
寺
の
再
興
」
執
筆
］

 

・ 

朝 

日
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
朝
日
町 

資
料
編
１ 

幸
若
関
係
』
朝
日
町
役
場
、

一
九
九
五
年
一
〇
月
［
編
纂
委
員
会
参
与
］

 

・ 

朝 

日
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
朝
日
町 

資
料
編
２ 

越
知
山
関
係
他
』
朝
日
町

役
場
、
一
九
九
八
年
三
月
［
編
纂
委
員
会
参
与
］

 

・ 

朝 

日
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
朝
日
町 

資
料
編
３ 

諸
家
文
書
他
』
朝
日
町
役

場
、
一
九
九
九
年
三
月
［
編
纂
委
員
会
参
与
］

 

・ 

今 

立
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
今
立
町
誌 

第
一
巻 

本
編
』
今
立
町
役
場
、

一
九
八
二
年
三
月
［「
第
二
編 

歴
史
・
地
理
」
の
う
ち
「
中
世
・
社
寺
・

郷
里
制
」
執
筆
］

 

・ 

今 

立
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
今
立
町
誌 

第
二
巻 

史
料
編
』
今
立
町
役
場
、

一
九
八
一
年
三
月
［「
史
料
概
説 

二
、
中
世
史
料
の
概
要
」
お
よ
び
所
蔵

者
別
文
書
（
中
世
・
社
寺
）
の
解
説
執
筆
］

 

・『
永
平
寺
町
史 

通
史
編
』
永
平
寺
町
、
一
九
八
四
年
三
月
［
執
筆
者
代
表
、     

「
序
章 

永
平
寺
町
の
概
要
」・「
第
二
編 

古
代
中
世
」・「
第
三
編 

近
世
」

の
う
ち
「
第
一
章 

織
豊
政
権
と
永
平
寺
」
と
「
第
六
章 

永
平
寺
町
の
寺

社
」・「
第
四
編 

区
の
歴
史
（
藤
野
立
恵
・
本
川
幹
男
と
の
共
著
）」］

 

・『
永
平
寺
町
史 

史
料
編
』
永
平
寺
町
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
［
編
集
委
員
会

代
表
参
与
、
解
説
を
本
川
幹
男
と
分
担
執
筆
］

 

・ 

越 

廼
村
誌
編
集
委
員
会
編
『
越
廼
村
誌 

本
編
』
越
廼
村
、
一
九
八
八
年
三

月
［
編
さ
ん
委
員
会
参
与
、「
第
二
編
第
二
章
第
一
節 

古
代
・
中
世
の
丹

生
郡
」・「
第
二
編
第
二
章
第
二
節 

中
世
の
越
廼
村
と
朝
倉
氏
」・「
第
二

編
第
三
章
第
一
節 

全
国
統
一
と
越
前 

三
・
四
」「
第
二
編
第
三
章
第
六
節 

宗
教
と
寺
社
」
執
筆
］

 

・ 

越 

廼
村
誌
編
集
委
員
会
編
『
越
廼
村
誌 

史
料
編
』
越
廼
村
、
一
九
八
六
年

二
月
［
編
さ
ん
委
員
会
参
与
、
史
料
解
説
編
「
一 

越
廼
村
の
概
況
」・「
二 
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長
野　

松
原
信
之
先
生 

略
歴
・
業
績
目
録

中
世
史
料
の
概
要
」・「
五 

寺
院
史
料
の
概
要
」
執
筆
］

 
・ 
坂 
井
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
修
坂
井
町
誌 

通
史
編
』
坂
井
市
、

二
〇
〇
七
年
三
月
［
調
査
執
筆
委
員
会
中
世
部
会
長
、「
第
一
章
第
一
節 

坂
井
町
の
自
然
と
人
文
景
観
」「
第
四
章
第
一
節 

河
口
庄
の
成
立
と
展
開
」

「
第
四
章
第
二
節 

越
前
守
護
の
領
国
支
配
と
河
口
庄
」「
第
四
章
第
三
節 

そ
の
他
の
庄
・
郷
・
保
」「
第
四
章
第
四
節 

越
前
朝
倉
氏
の
系
譜
」「
第

四
章
第
五
節 

朝
倉
時
代
の
河
口
庄
」「
第
四
章
第
六
節 

中
世
の
城
館
跡
」

「
第
四
章
第
七
節 

中
世
の
宗
教
と
寺
院
」「
第
五
章
第
十
節 

坂
井
町
の
宗

教
と
神
社
」
執
筆
］

 

・ 

坂 

井
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
修
坂
井
町
誌 

資
料
編
』
坂
井
町
、

二
〇
〇
五
年
三
月
［
調
査
執
筆
委
員
会
中
世
部
会
長
］

 

・ 

東 

安
居
郷
土
誌
編
集
委
員
会
編
『
心
の
ふ
る
里
（
郷
土
誌
）』
東
安
居
郷
土

誌
編
纂
委
員
会
、
一
九
七
八
年
三
月
［
執
筆
委
員
］

 

・ 

河 

合
村
誌
編
集
委
員
会
編
『
河
合
村
誌
』
河
合
村
誌
編
纂
委
員
会
、

一
九
八
二
年
六
月
［
特
別
執
筆
者
］

 

・ 

順 

化
地
区
の
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
編
・
松
原
信
之
著
『
順
化
地
区
の
あ
ゆ

み
―
町
名
の
ゆ
ら
い
』「
う
ら
が
ま
ち
づ
く
り
」
順
化
地
区
委
員
会
、

二
〇
〇
〇
年
五
月
［
単
著
］

 

・ 

日 

之
出
地
区
誌
編
集
委
員
会
編
『
う
ら
が
ま
ち
日
之
出
地
区
誌
』「
う
ら
が

ま
ち
づ
く
り
」
日
之
出
地
区
委
員
会
事
務
局
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
［
監

修
者
、「
序
章
」・「
第
一
章 

古
代
・
中
世
に
み
る
日
之
出
地
区
」・「
第
二

章 

藩
政
時
代
の
日
之
出
地
区
（
城
下
地
域
）」・「
第
三
章 

藩
政
時
代
の

日
之
出
地
区
（
農
村
地
域
）」・「
第
四
章 

近
現
代
の
日
之
出
地
区
」・「
第

五
章 

災
害
」
の
う
ち
「
第
一
節 

江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
ま
で
の
災
害
」・

「
第
七
章 

日
之
出
地
区
の
社
会
教
育
と
各
施
設
」
の
う
ち
「
第
四
節 

公

共
施
設
・
福
祉
施
設
（
黒
川
孔
と
の
共
著
）」・「
第
八
章 

日
之
出
地
区
自

治
会
の
概
要
」
の
う
ち
「
第
二
節 

日
親
ブ
ロ
ッ
ク
」「
第
三
節 

日
之
出

中
ブ
ロ
ッ
ク
」「
第
四
節 

四
ッ
井
ブ
ロ
ッ
ク
」「
第
五
節 

米
松
ブ
ロ
ッ
ク
」

「
第
六
節 

志
比
口
ブ
ロ
ッ
ク
」「
第
七
節 

城
之
橋
ブ
ロ
ッ
ク
」「
第
八
節 

下
北
野
ブ
ロ
ッ
ク
」（
以
上
第
八
章
第
二
～
第
八
節
は
各
自
治
会
代
表
・

南
部
繁
秋
と
の
共
著
）
執
筆
］

 

・ 

松 

本
地
区
誌
編
集
委
員
会
編
『
目
で
見
る
松
本
区
史
』
う
ら
が
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
、
一
九
九
八
年
三
月
［
編
集
委
員
副
委
員
長
］

 

・ 

明 

新
地
区
誌
編
纂
委
員
会
編
『
明
新
地
区
の
あ
ゆ
み
』
明
新
公
民
館
創
立
十

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九
八
五
年
四
月
［
特
別
執
筆
委
員
］

　
　
（
四
）
論　

文

「
越 

前
国
大
絵
図
と
近
世
村
落
の
石
高
村
名
変
遷
に
就
い
て
」（『
若
越
郷
土
研

究
』
第
五
巻
第
六
号
、
一
九
六
〇
年
一
一
月
）

「
北 

庄
城
（
福
井
城
）
の
地
理
的
位
置
と
そ
の
防
備
的
配
慮
に
つ
い
て
」（『
福

井
県
立
高
志
高
等
学
校
研
究
集
録
』
第
一
号
、
一
九
六
一
年
三
月
）

「
福 

井
城
下
隣
接
村
落
の
考
察
―
城
之
橋
村
及
び
勝
見
村
の
場
合
」（『
自
然
と

社
会
―
北
陸
』
第
二
五
号
、
一
九
六
一
年
五
月
）

「
慶 
長
年
間（
二
代
松
平
忠
直
初
期
）北
庄
城
郭
図
及
び
町
割
図
に
就
い
て
」（『
若

越
郷
土
研
究
』
第
六
巻
第
四
号
、
一
九
六
一
年
七
月
）

「
柴 

田
勝
家
の
北
庄
城
と
そ
の
城
下
町
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第
七
巻
第
三
号
、
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
二
号

一
九
六
二
年
五
月
）

「
一 
乗
引
越
し
寺
社
―
福
井
城
下
寺
社
資
料
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第
七
巻
第

六
号
、
一
九
六
二
年
一
二
月
）

「
福 

井
城
下
戸
口
の
概
要
と
そ
の
一
考
察
」（『
若
越
郷
土
研
究
』第
九
巻
第
三
号
、

一
九
六
四
年
五
月
）

「
続 

郷
土
研
究
入
門
講
座 
第
七
講 

古
図
に
つ
い
て
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第

一
〇
巻
第
一
号
、
一
九
六
五
年
一
月
）

「
宝 

徳
三
年
の
方
便
法
身
尊
像
に
就
い
て
」（『
福
井
史
学
』
第
一
〇
号
、

一
九
六
五
年
一
二
月
）

「
福 

井
城
下
寺
社
資
料
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第
一
一
巻
第
三
号
、
一
九
六
六

年
七
月
）

「
越 

前
東
御
坊
と
百
ヵ
寺
騒
動
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第
一
三
巻
第
一
号
、

一
九
六
八
年
三
月
）

「
越 

前
福
井
城
」（『
城
と
陣
屋
』
第
三
一
号
、
一
九
六
八
年
八
月
）

「
一 

向
一
揆
史
料
断
簡
文
書
の
発
見
に
つ
い
て
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第
一
三

巻
第
六
号
、
一
九
六
九
年
一
月
）

「
京 

都
今
小
路
常
楽
寺
と
越
前
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第

一
四
巻
第
四
号
、
一
九
六
九
年
九
月
）

「
足 

羽
、
北
庄
か
ら
福
居
、
福
井
へ
―
福
井
地
名
考
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』

創
刊
号
、
一
九
七
〇
年
四
月
）

「
坂 

井
郡
に
お
け
る
中
世
城
館
跡
の
研
究
」（『
福
井
県
立
丸
岡
高
等
学
校
研
究

紀
要
』
第
三
号
、
一
九
七
〇
年
六
月
）

「
越 

前
一
乗
谷
城
―
朝
倉
氏
と
一
乗
谷
城
」（『
城
と
陣
屋
』
第
五
三
号
、

一
九
七
〇
年
九
月
）

「
朝 

倉
孝
景
（
英
林
居
士
）
に
関
す
る
研
究
―
朝
倉
始
末
記
・
朝
倉
敏
景

十
七
ヵ
条
の
考
証
を
含
め
て
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
第
二
号
、

一
九
七
一
年
五
月
）

「
朝 

倉
領
国
支
配
の
一
考
察
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
第
三
号
、
一
九
七
二

年
一
二
月
）

「
慶 

長
越
前
国
絵
図
に
つ
い
て
―
笠
松
氏
に
対
す
る
反
論
」（『
若
越
郷
土
研
究
』

第
一
七
巻
第
六
号
、
一
九
七
二
年
一
二
月
）

「
朝 

倉
始
末
記
の
成
立
と
そ
の
変
遷
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
第
四
号
、

一
九
七
四
年
四
月
）

「
朝 

倉
光
玖
と
大
野
領
―
朝
倉
右
衛
門
大
夫
景
高
と
式
部
大
輔
景
鏡
の
研
究
を

含
め
て
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
第
五
号
、
一
九
七
五
年
六
月
）

「
一 

乗
城
移
城
以
前
の
朝
倉
氏
に
つ
い
て
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
第
六
号
、

一
九
七
六
年
六
月
）

「
越
前
一
乗
谷
城
〔
二
〕」（『
城
と
陣
屋
』
第
一
〇
八
号
、
一
九
七
六
年
九
月
）

「
朝 

倉
貞
景
と
斯
波
義
寛
と
の
越
前
国
宗
主
権
を
め
ぐ
る
抗
争
に
つ
い
て
」（『
若

越
郷
土
研
究
』
第
二
一
巻
第
六
号
、一
九
七
六
年
一
二
月
）
→
『
朝
倉
家
録
』

富
山
県
郷
土
史
会
、
一
九
八
二
年
四
月
に
再
録

「
芝 

原
上
水
と
市
民
生
活
―
福
井
城
下
の
飲
料
水
問
題
に
つ
い
て
」（『
福
井
県

教
育
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
七
一
号
、
一
九
七
七
年
三
月
）

「
戦 
国
大
名
」（
熊
谷
幸
次
郎
編
『
日
本
史
主
題
学
習
の
研
究
』
法
律
文
化
社
、

一
九
七
七
年
四
月
）

「
朝 

倉
孝
景
の
戦
国
大
名
成
長
過
程
の
研
究
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』第
七
号
、
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長
野　

松
原
信
之
先
生 

略
歴
・
業
績
目
録

一
九
七
七
年
七
月
）

「
大
野
岫
慶
寺
の
開
基
に
つ
い
て
」（『
奥
越
史
料
』
第
七
号
、一
九
七
八
年
四
月
）

「
朝 
倉
氏
雑
録
―
鞍
谷
庄
と
鞍
谷
氏
／
朝
倉
景
紀
と
川
島
庄
光
厳
寺
」（『
福
井

県
地
域
史
研
究
』
第
八
号
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
）

「
越 

前
国
志
比
庄
と
地
頭
波
多
野
氏
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
第
九
号
、

一
九
八
二
年
一
二
月
）

「
福 

井
の
町
割
・
屋
敷
割
の
復
元
」（『
歴
史
的
都
市
の
地
図
上
へ
の
復
元
に
関

す
る
研
究
―
昭
和
57
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
総
合
研
究
Ａ
）
研
究
成

果
報
告
書
』
鵜
川
馨
、
一
九
八
三
年
三
月
）

「
大 

徳
寺
塔
頭
庵
領
と
朝
倉
景
隆
」（『
福
井
県
史
研
究
』
第
二
号
、
一
九
八
五

年
三
月
）

「
貞 

享
二
年
頃
の｢

福
井
城
下
町
組
・
町
名
・
寺
名
帳｣

」（『
若
越
郷
土
研
究
』

第
三
三
巻
第
二
号
、
一
九
八
八
年
三
月
）

「
南 

北
朝
内
乱
と
越
前
朝
倉
氏
の
勃
興
―
「
朝
倉
家
記
」
所
収
南
北
朝
期
文
書

の
再
検
討
」（『
日
本
歴
史
』
第
四
八
〇
号
、
一
九
八
八
年
五
月
）
→
一
部

を
改
訂
し
て
単
著
⑤
に
収
録

「
朝 

倉
氏
」（『
地
方
別 

日
本
の
名
族 

七 

北
陸
編
』
新
人
物
往
来
社
、

一
九
八
九
年
一
月
）

「
戦 

国
大
名
朝
倉
氏
官
僚
機
構
の
一
考
察
」（
楠
瀬
勝
編
『
日
本
の
前
近
代
と
北

陸
社
会
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
九
年
五
月
）
→
史
料
文
書
の
再
調
査
を

行
い
文
意
も
全
面
的
に
改
訂
し
て
単
著
⑤
に
収
録

「
福 

井
城
下
の
町
方
支
配
と
貢
租
・
土
地
制
度
の
諸
問
題
に
つ
い
て
」（『
福
井

県
史
研
究
』
第
六
号
、
一
九
八
九
年
三
月
）

「
越 

前
国
池
田
庄
と
池
田
氏
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
第
一
〇
号
、

一
九
八
九
年
六
月
）

「
朝 

倉
家
臣
、
一
老
将
の
戦
功
書
付
に
つ
い
て
」（
小
川
信
編
『
中
世
古
文
書
の

世
界
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
七
月
）

「
丸 

岡
城
と
城
下
町
」（
比
較
都
市
史
研
究
会
編
『
都
市
と
共
同
体 

下
―
比
較

都
市
史
研
究
会
創
立
20
周
年
記
念
論
文
集
』名
著
出
版
、一
九
九
一
年
八
月
）

「
朝 

倉
氏
女
系
譜
―
朝
倉
氏
の
妻
妾
・
子
女
」（『
福
井
県
史
研
究
』
第
一
二
号
、

一
九
九
四
年
三
月
）
→
再
検
討
し
全
面
的
に
改
訂
し
て
単
著
⑤
に
収
録

「「
朝
倉
家
十
七
か
条
」
の
成
立
と
そ
の
背
景
」（『
福
井
県
史
研
究
』
第
一
四
号
、

一
九
九
六
年
三
月
）

「
朝 

倉
義
景
の
人
物
像
と
滅
亡
の
原
因
」（『
鯖
江
郷
土
史
懇
談
会
会
誌
』第
五
号
、

一
九
九
七
年
一
二
月
）

「
国 

の
特
別
史
跡
一
乗
谷
出
現
の
秘
話
」（『
若
越
郷
土
研
究
』第
四
四
巻
第
四
号
、

一
九
九
九
年
七
月
）
→
一
部
改
訂
し
て
単
著
⑤
に
収
録

「
朝 

倉
家
臣
の
う
ち
二
系
統
の
山
崎
氏
」（『
鯖
江
郷
土
史
懇
談
会
会
誌
』第
八
号
、

二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）

「
細 

川
氏
被
官
、上
原
氏
の
没
落
と
越
前
朝
倉
氏
」（『
戦
国
史
研
究
』
第
四
一
号
、

二
〇
〇
一
年
二
月
）

「
吉 

江
藩
領
の
確
定
に
つ
い
て
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第
四
六
巻
第
四
号
、

二
〇
〇
一
年
七
月
）

「
朝 
倉
氏
菩
提
寺
心
月
寺
文
書
伝
来
の
軌
跡
に
つ
い
て
」（『
若
越
郷
土
研
究
』

第
四
七
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）

「
近 

衛
家
領
の
宇
坂
庄
と
朝
倉
氏
の
一
乗
谷
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
第
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
二
号

一
一
号
、
二
〇
〇
二
年
五
月
）
→
一
部
を
改
訂
し
て
単
著
⑤
に
収
録

「
富 
田
兵
法
流
家
と
岩
流
小
次
郎
（
佐
々
木
小
次
郎
）」（『
鯖
江
郷
土
史
懇
談
会

会
誌
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
）

「
越 

前
国
国
人
衆
の
堀
江
氏
か
ら
朝
倉
氏
国
衆
へ
―
堀
江
氏
の
系
譜
を
中
心
に
」

（『
若
越
郷
土
研
究
』
第
四
八
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）

「
越 

前
朝
倉
氏
の
系
譜
」（
松
原
信
之
編
『
朝
倉
義
景
の
す
べ
て
』
新
人
物
往
来

社
、
二
〇
〇
三
年
八
月
）

「
朝 

倉
義
景
の
生
母
光
徳
院
と
若
狭
武
田
氏
」（
松
原
信
之
編
『
朝
倉
義
景
の
す

べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
三
年
八
月
）

「
朝 

倉
義
景
の
領
国
支
配
組
織
と
家
臣
団
の
構
成
」（
松
原
信
之
編
『
朝
倉
義
景

の
す
べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
三
年
八
月
）

「
朝 

倉
義
景
の
家
臣
団
Ⅰ
（
同
名
衆
）」（
松
原
信
之
編
『
朝
倉
義
景
の
す
べ
て
』

新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
三
年
八
月
）

「
朝 

倉
義
景
の
家
臣
団
Ⅱ
（
内
衆
）」（
松
原
信
之
編
『
朝
倉
義
景
の
す
べ
て
』

新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
三
年
八
月
）

「
朝 

倉
義
景
の
家
臣
団
Ⅲ
（
国
衆
）」（
松
原
信
之
編
『
朝
倉
義
景
の
す
べ
て
』

新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
三
年
八
月
）

「
朝 

倉
義
景
の
文
化
活
動
と
史
跡
・
文
化
財
」（
松
原
信
之
編
『
朝
倉
義
景
の
す

べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
三
年
八
月
）

「
朝 

倉
氏
に
よ
る
敦
賀
郡
支
配
の
変
遷
（
上
）」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第
四
八
巻

第
二
号
、
二
〇
〇
四
年
一
月
）

「
朝 

倉
氏
に
よ
る
敦
賀
郡
支
配
の
変
遷
（
下
）」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第
四
九
巻

第
一
号
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）

「『
朝
倉
実
録
』（「
朝
倉
始
末
記
」）解
説
」（『
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
紀
要
』

二
〇
〇
四
、二
〇
〇
五
年
三
月
）

「
戦 

国
家
訓
「
朝
倉
宗
滴
話
記
」
の
成
立
と
分
類
解
説
」（『
若
越
郷
土
研
究
』

第
五
〇
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
五
年
七
月
）

「
山 

内
秋
郎
家
の
新
出
中
世
文
書
」（『
福
井
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
三
号
、

二
〇
〇
六
年
三
月
）

「
朝 

倉
氏
戦
国
大
名
化
の
過
程
に
お
け
る
「
鞍
谷
殿
」
成
立
の
意
義
」（『
若

越
郷
土
研
究
』
第
五
一
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
六
年
八
月
）
→
木
下
聡
編

著
『
管
領
斯
波
氏
（
シ
リ
ー
ズ
・
室
町
幕
府
の
研
究
１
）』
戎
光
祥
出
版
、

二
〇
一
五
年
二
月
に
再
録
。

「
大 

安
寺
の
田
谷
寺
跡
よ
り
発
掘
さ
れ
た
埋
蔵
銭
に
つ
い
て
―
朝
倉
教
景
（
宗

滴
）の
知
行
所
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』第
一
二
号
、

二
〇
〇
八
年
六
月
）

「
超 

勝
寺
・
本
覚
寺
の
両
寺
末
寺
帳
か
ら
見
た
越
前
諸
寺
院
の
近
世
に
お
け
る

動
向
に
つ
い
て
―
附 

寺
号
改
号
に
つ
い
て
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第
五
三

巻
第
二
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

「
東 

御
坊
（
本
瑞
寺
）
の
成
立
と
城
下
の
東
派
寺
院
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第

五
五
巻
第
二
号
、
二
〇
一
一
年
二
月
）

「
坂 

井
郡
に
お
け
る
堀
江
氏
ら
の
国
人
層
（
国
衆
）
の
動
向
と
朝
倉
氏
の
滅
亡
」

（『
天
下
人
の
時
代
と
坂
井
―
戦
国
武
将
の
息
吹
と
足
跡
』
み
く
に
龍
翔
館
、

二
〇
一
一
年
一
〇
月
）

「
豊 

臣
政
権
と
越
前
の
長
谷
川
秀
一
（
東
郷
侍
従
）
に
つ
い
て
」（『
福
井
県
地

域
史
研
究
』
第
一
三
号
、
二
〇
一
二
年
七
月
）
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長
野　

松
原
信
之
先
生 

略
歴
・
業
績
目
録

「
真 

宗
高
田
派
寺
院
の
越
前
に
お
け
る
盛
衰
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
第
五
八
巻

第
一
号
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

　
　
（
五
）
短
文
・
随
想
・
読
み
物
・
報
告
要
旨

「
越 

前
朝
倉
氏
研
究
雑
感
（
ず
い
ひ
つ
）」（『
歴
史
読
本
』
第
一
七
号
第
六
号
、

一
九
七
二
年
六
月
）

「
編 

集
後
記
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
第
三
号
、
一
九
七
二
年
一
二
月
）

「
越 

前
一
乗
谷
と
朝
倉
一
族
（
特
集
わ
が
故
郷
の
名
族
）」（『
歴
史
読
本
』
第

一
八
号
第
一
一
号
、
一
九
七
三
年
一
〇
月
）

「
蔭 

の
領
主
朝
倉
光
玖
（
特
集
エ
ッ
セ
イ 
わ
が
故
郷
の
異
色
戦
国
武
将
）」（『
歴

史
読
本
』
第
二
一
号
第
三
号
、
一
九
七
六
年
三
月
）

「
編 

集
後
記
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
第
七
号
、
一
九
七
七
年
七
月
）

「
戦 

国
武
将
の
城 

一
乗
谷
城
と
朝
倉
氏
」（『
歴
史
と
旅
』
第
四
巻
第
一
〇
号
、

一
九
七
七
年
一
〇
月
）

「
賤 

ヶ
嶽
夜
話 

越
前
北
ノ
庄
城
の
石
瓦
」（『
歴
史
と
旅
』
第
五
巻
第
三
号
、

一
九
七
八
年
三
月
）

「
近 

世
城
下
町
時
代
の
福
井
」（
舟
沢
茂
樹
・
松
原
信
之
共
編
『
写
真
集 
明
治
・

大
正
・
昭
和 

福
井
―
ふ
る
さ
と
の
想
い
出
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
九
年

一
月
）

「
古 

城
・
館
址
探
訪
（
九
〇
）
越
前
国
（
上
）」（『
歴
史
と
旅
』
第
九
巻
第
五
号
、

一
九
八
二
年
四
月
）

「
古 

城
・
館
址
探
訪
（
九
一
）
越
前
国
（
中
）」（『
歴
史
と
旅
』
第
九
巻
第
六
号
、

一
九
八
二
年
五
月
）

「
古 

城
・
館
址
探
訪
（
九
二
）
越
前
国
（
下
）」（『
歴
史
と
旅
』
第
九
巻
第
七
号
、

一
九
八
二
年
六
月
）

「
修 

復
成
っ
た
福
井
城
の
石
垣
―
工
事
分
担
が
崩
壊
の
一
因
か
」（『
福
井
の
文

化
』
第
２
号
、
一
九
八
三
年
六
月
）

「
昭 

和
の
福
井
城
本
丸
大
修
復
工
事
」（『
北
陸
都
市
史
学
会
報
』
№
５
、

一
九
八
三
年
八
月
）

「
朝 

倉
氏
と
一
乗
谷
」（『
福
井
県
の
文
化
』
第
５
号
、
一
九
八
四
年
一
〇
月
）

「
朝 

倉
孝
景
―
戦
国
争
乱
に
生
き
た
武
将
」（『
若
越
山
脈 

第
六
集
―
郷
土
に
光

を
掲
げ
た
人
び
と
』
青
少
年
育
成
福
井
県
民
会
議
、
一
九
八
五
年
一
月
）

「
丸 

岡
城
下
の
町
方
屋
敷
割
に
つ
い
て
」（『
北
陸
都
市
史
学
会
報
』
№
７
、

一
九
八
五
年
月
）

「
日 

本
城
郭
総
覧 

甲
信
越
・
北
陸
地
方 

越
前
国
（
福
井
県
）」（『
歴
史
と
旅
』

第
一
三
巻
第
六
号
臨
時
増
刊
、
一
九
八
六
年
四
月
）

「
名 

族
の
ふ
る
さ
と 

織
田
氏
―
福
井
県
丹
生
郡
織
田
町
」（『
歴
史
と
旅
』
第

一
三
巻
第
一
六
号
、
一
九
八
六
年
一
一
月
）

「
北 

庄
三
ケ
村
と
大
橋
」（『
北
陸
都
市
史
学
会
報
』
№
10
、
一
九
八
八
年
八
月
）

「
編
集
後
記
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
第
一
〇
号
、
一
九
八
九
年
六
月
）

「〈
研
究
発
表
要
旨
〉
柴
田
勝
家
時
代
の
北
庄
城
」（『
北
陸
都
市
史
学
会
誌
』
№

５
、一
九
九
六
年
一
二
月
）

「
朝 
倉
孝
景
―
越
前
朝
倉
家
の
全
盛
期
を
現
出
し
た
「
風
流
太
守
」」（『
歴
史
読

本
』
第
四
二
巻
第
三
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）

「
歴 

史
の
み
え
る
町
づ
く
り
、
福
井
市
」（『
福
井
県
の
文
化
』
第
28
号
、

一
九
九
七
年
三
月
）
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
二
号

「
発 

足
に
あ
た
っ
て
」（『
福
井
県
史
研
究
会
会
報
』
第
１
号
、
一
九
九
七
年

一
二
月
）

「
列 
島
縦
断
！
家
祖
伝
承
と
大
名
家
興
隆
物
語 

越
前
朝
倉
氏
―
日
下
部
氏
の
末

流
が
越
前
に
根
拠
を
移
す
経
緯
は
？
」（『
歴
史
と
旅
』
第
二
六
巻
第
九
号
、

一
九
九
九
年
六
月
）

「
藩 

史
も
の
が
た
り
（
一
八
五
）
丸
岡
藩
（
上
）」（『
歴
史
と
旅
』
第
二
六
巻
第

一
三
号
、
一
九
九
九
年
九
月
）

「
藩 

史
も
の
が
た
り
（
一
八
六
）
丸
岡
藩
（
下
）」（『
歴
史
と
旅
』
第
二
六
巻
第

一
五
号
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
）

「
福 

井
城 

外
様
大
名
加
賀
前
田
侯
を
制
圧
」（『
歴
史
と
旅
』
第
二
七
巻
第
一
三

号
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）

「「
越
前
ガ
ニ
（
蟹
）」
は
、
な
ぜ
全
国
的
に
有
名
な
の
？
」「
笏
谷
石
と
は
ど
の

よ
う
な
石
な
の
か
」「
万
治
・
寛
文
の
大
火
を
は
じ
め
、
福
井
で
は
な
ぜ
春

先
に
大
火
が
起
こ
っ
た
の
か
」「
福
井
大
震
災
は
ど
こ
が
震
源
地
？
」「「
夜

叉
ケ
池
」
は
、
な
ぜ
有
名
な
の
か
」「「
九
頭
竜
川
」
と
い
う
川
名
の
由
来

は
？
」「
大
野
市
南
部
の
阿
難
祖
・
森
政
・
平
澤
な
ど
の
集
落
は
、
な
ぜ

領
家
方
と
地
頭
方
の
二
集
落
に
分
か
れ
て
い
る
の
か
」「
白
山
が
昔
は
越
前

国
に
属
し
て
い
た
と
い
う
の
は
本
当
か
」「
坂
井
郡
の
十
郷
用
水
の
名
称
の

由
来
は
」「
足
羽
山
は
な
ぜ
江
戸
時
代
に
愛
宕
山
と
呼
ば
れ
た
の
か
」「「
福

井
」
と
い
う
地
名
は
、
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
の
か
」「
福
井
城
下
の
周
辺
部

に
、
な
ぜ
「
松
本
地
方
」
や
「
木
田
地
方
」
な
ど
の
地
名
が
生
ま
れ
た
の

か
」「「
鯖
江
」
と
い
う
地
名
の
由
来
は
？
」「
福
井
県
に
お
け
る
嶺
北
・
嶺

南
の
「
嶺
」
と
は
」「
福
井
県
大
野
郡
石
徹
白
村
は
、
な
ぜ
岐
阜
県
へ
越
県

合
併
し
て
し
ま
っ
た
の
か
」「「
朝
倉
街
道
」
と
は
」「
福
井
城
下
の
北
口
に

な
ぜ
加
賀
口
御
門
が
構
え
ら
れ
た
の
か
」「
福
井
大
橋
が
天
下
の
奇
橋
と
い

わ
れ
た
の
は
？
」「
江
戸
時
代
の
一
里
塚
と
越
前
国
内
の
里
程
起
点
と
の
関

係
は
？
」「
琵
琶
湖
と
敦
賀
湾
を
運
河
で
結
ぶ
計
画
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は

本
当
か
」「「
鯖
街
道
」
と
は
？
」「
敦
賀
経
由
で
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
と
を
結
ぶ

国
際
列
車
が
走
っ
た
と
い
う
の
は
本
当
か
」「
北
陸
ト
ン
ネ
ル
開
通
以
前
の

福
井
・
敦
賀
間
の
北
陸
線
が
二
時
間
も
か
か
っ
た
と
は
本
当
か
」「
池
田
町

の
「
水
海
田
楽
能
舞
」
の
起
源
は
？
」「
朝
日
町
の
「
幸
若
舞
」
と
は
ど
の

よ
う
な
芸
能
か
」「「
若
州
一
滴
文
庫
」
と
は
」「
天
下
の
名
勝
「
東
尋
坊
」

の
由
来
」「
南
条
郡
湯
尾
峠
の
「
孫
嫡
子
」
と
は
」「
福
井
藩
で
行
わ
れ
た
「
馬

威
し
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
行
事
か
」「
丸
岡
町
称
念
寺
に
な
ぜ
新
田
義
貞

の
墓
が
あ
る
の
か
」「
戦
国
大
名
朝
倉
氏
が
一
乗
谷
を
居
城
と
定
め
た
の
は
、

い
つ
頃
か
」「
柴
田
勝
家
の
居
城
が
「
幻
の
北
庄
城
」
と
い
わ
れ
る
の
は
？
」

「
大
野
市
は
な
ぜ
北
陸
の
小
京
都
と
呼
ば
れ
る
の
か
」「
福
井
城
に
す
で
に

天
守
閣
が
な
か
っ
た
わ
け
は
？
」「
福
井
県
に
は
鉱
山
が
あ
る
の
？
」「
世

界
的
な
米
の
銘
柄
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
が
福
井
県
で
生
ま
れ
た
と
い
う
の
は

本
当
？
」「
鯖
江
地
方
が
眼
鏡
枠
の
産
地
と
な
っ
た
の
は
ど
う
し
て
？
」「
越

前
・
若
狭
の
一
宮
・
二
宮
と
は
ど
の
よ
う
な
神
社
か
」「
武
生
市
の
総
社
神

宮
と
は
、
ど
の
よ
う
な
成
立
過
程
を
も
つ
神
社
か
」「
曹
洞
宗
の
開
祖
道
元

禅
師
は
、
な
ぜ
越
前
に
永
平
寺
を
創
建
し
た
の
か
」「
曹
洞
宗
に
は
永
平
寺

と
総
持
寺
の
両
本
山
が
あ
る
の
は
な
ぜ
」「
三
門
徒
の
祖
、
如
道
の
「
愚
闇

記
返
礼
」
と
は
」「
越
前
は
な
ぜ
真
宗
王
国
と
呼
ば
れ
る
の
か
」「
越
前
真

宗
寺
院
の
大
寺
、
超
勝
寺
は
、
な
ぜ
天
台
宗
延
暦
寺
領
・
平
泉
寺
の
藤
島
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庄
に
創
立
さ
れ
た
の
か
」「
本
願
寺
蓮
如
は
、
な
ぜ
加
越
国
境
に
近
い
辺
鄙

な
坂
井
郡
吉
崎
の
地
に
布
教
の
拠
点
を
置
い
た
の
か
」「
一
向
一
揆
と
い
う

歴
史
的
現
象
は
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
た
の
か
」「
織
田
信
長
が
越
前
で

一
向
一
揆
の
徒
を
大
虐
殺
し
た
と
い
う
の
は
本
当
か
」「
一
向
一
揆
の
「
文

字
瓦
」
と
は
」「
越
前
専
修
寺
破
却
事
件
と
は
、ど
の
よ
う
な
事
件
か
」「
毎

年
、
蓮
如
忌
に
吉
崎
へ
下
る
「
蓮
如
御
影
」
は
、
な
ぜ
東
本
願
寺
か
ら
出

立
す
る
の
か
」「
越
前
東
本
願
寺
派
「
百
カ
寺
騒
動
」
と
は
」「「
三
業
惑
乱
」

と
は
」「「
ぼ
ろ
ん
か
騒
動
」
と
は
何
か
」「
日
本
最
後
の
別
格
官
幣
社
と
い

わ
れ
る
福
井
神
社
に
は
誰
が
祀
ら
れ
た
？
」「「
越
の
大
徳
」
と
総
称
さ
れ

た
泰
澄
大
師
は
実
在
し
た
人
物
か
」「『
源
氏
物
語
』
の
作
者
、
紫
式
部
が

一
時
、
越
前
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
の
は
本
当
？
」「
芥
川
龍
之
介
の
小
説

『
芋
粥
』
に
出
て
く
る
敦
賀
の
「
利
仁
」
は
歴
史
上
の
人
物
か
」「
源
平
合

戦
で
有
名
な
越
前
の
斎
藤
別
当
実
盛
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
か
」「
丹
生

郡
織
田
町
は
織
田
信
長
と
関
係
が
あ
る
？
」「
武
生
市
味
真
野
の
鞍
谷
御
所

に
は
誰
が
居
住
し
て
い
た
の
か
」「
明
智
光
秀
は
本
当
に
朝
倉
義
景
の
家
臣

だ
っ
た
の
か
」「
若
狭
羽
賀
寺
の
境
内
に
、
な
ぜ
奥
州
の
秋
田
実
季
と
弟
の

英
季
の
墓
が
あ
る
の
か
」「
絵
師
の
岩
佐
又
兵
衛
の
墓
が
、
な
ぜ
福
井
の
興

宗
寺
に
あ
る
の
か
」「
岡
倉
天
心
と
福
井
市
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ

る
の
か
」「
日
本
赤
十
字
病
院
の
創
始
者
が
、橋
本
左
内
の
弟
と
は
本
当
？
」

「
福
井
出
身
の
大
森
房
吉
が
、「
地
震
学
の
父
」
と
い
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
」「
福

井
県
出
身
の
総
理
大
臣
は
い
た
の
か
」「
源
平
合
戦
は
越
前
で
も
戦
わ
れ
た

の
か
」「
朝
倉
氏
の
祖
先
は
孝
徳
天
皇
だ
と
す
る
皇
胤
説
を
主
張
し
た
の
は

誰
？
」「
戦
国
大
名
朝
倉
孝
景
は
越
前
国
の
守
護
だ
っ
た
？
」「「
朝
倉
孝
景

十
七
カ
条
」
は
は
た
し
て
朝
倉
孝
景
の
制
定
し
た
家
法
な
の
か
」「
朝
倉
義

景
の
母
光
徳
院
の
父
「
武
田
氏
」
と
は
誰
か
」「
絶
頂
期
に
あ
っ
た
朝
倉
義

景
は
、
な
ぜ
い
と
も
簡
単
に
滅
亡
し
た
の
か
」「
六
千
坊
を
誇
っ
た
平
泉
寺

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
滅
亡
し
た
の
か
」「
岡
山
・
鳥
取
両
藩
祖
の
池
田
信

輝
は
、
中
世
の
越
前
国
池
田
庄
の
池
田
氏
と
関
係
あ
る
の
？
」「
柴
田
勝
家

の
城
下
町
が
成
立
す
る
以
前
の
北
庄
は
農
村
だ
っ
た
？
」「
農
業
用
水
の
芝

原
用
水
が
、
昔
は
福
井
城
下
の
上
水
道
で
あ
っ
た
と
は
本
当
か
」「
大
坂
夏

の
陣
で
真
田
幸
村
の
首
を
取
っ
た
の
が
、
松
平
忠
直
の
家
臣
で
あ
っ
た
と

い
う
の
は
本
当
か
」「
現
在
地
に
福
井
県
庁
が
定
ま
っ
た
の
は
い
つ
か
」「
関

東
艦
遭
難
事
件
と
は
？
」（
松
原
信
之
編
『
福
井
県
の
不
思
議
事
典
』
新
人

物
往
来
社
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
）

「
福
井
城
の
築
城
と
城
下
町
」（『
福
井
城
下
町
名
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
歴
史
の
み

え
る
ま
ち
づ
く
り
協
会
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
）

「
結
城
秀
康 

福
井
藩
開
祖
入
国
四
〇
〇
年
―
結
城
秀
康
の
入
国
に
よ
る
城
郭

（
福
井
城
）
の
築
城
と
城
下
町
の
経
営
」（『
福
井
県
の
文
化
』
第
38
号
、

二
〇
〇
二
年
三
月
）

「
編
集
後
記
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
第
一
一
号
、
二
〇
〇
二
年
五
月
）

「
小
葉
田
先
生
を
偲
ん
で
」（『
福
井
県
史
研
究
会
会
報
』
第
５
号
、
二
〇
〇
二

年
一
〇
月
）

「
北
陸
都
市
史
学
会
「
四
半
世
紀
を
過
ぎ
て
」」（『
北
陸
都
市
史
学
会
誌
』
№
９
、

二
〇
〇
三
年
三
月
）

「
刊
行
に
よ
せ
て
」「
変
貌
す
る
風
景
」「
街
並
み
・
商
店
街
の
今
昔
」「
ふ
る
さ

と
に
伝
わ
る
祭
り
」「
暮
ら
し
の
見
え
る
情
景
」「
交
通
の
今
昔
」「
記
憶
に
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
二
号

残
る
建
物
」「
思
い
出
の
学
び
舎
」（『
保
存
版 

福
井
・
坂
井
・
あ
わ
ら
の
今
昔
』

郷
土
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
八
月
）

「「
小
葉
田
淳
記
念
文
庫
」
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
」（『
小
葉
田
淳
記
念
文
庫
目

録
』
丸
岡
町
民
図
書
館
、
二
〇
〇
六
年
一
月
）

「〈
研
究
発
表
要
旨
〉
福
井
城
下
の
範
囲
と
引
き
高
―
町
方
・
地
方
の
成
立
」（『
北

陸
都
市
史
学
会
誌
』
№
13
、
二
〇
〇
七
年
八
月
）

「
朝
倉
氏
三
代
の
閨
閥
―
中
央
の
調
停
工
作
に
よ
る
婚
姻
を
利
用
し
て
昇
り
つ

め
た
高
位
高
官
（
戦
国
大
名 
血
縁
・
血
脈
関
係
録
）」（『
歴
史
読
本
』
第

五
四
巻
四
号
、
二
〇
〇
九
年
四
月
）

「
は
じ
め
に
」「
県
民
性
―
福
井
県
人
っ
て
ど
ん
な
人
？
」「
合
併
で
消
え
た
地

名
・
生
ま
れ
た
地
名
」「
福
井
県
に
お
け
る
嶺
北
・
嶺
南
の
「
嶺
」
と
は
」「
福

井
県
の
元
気
な
地
元
企
業
」「「
越
前
ガ
ニ
」
は
、
な
ぜ
全
国
的
に
有
名
な

の
？
」「
源
平
合
戦
は
越
前
で
も
戦
わ
れ
た
の
か
」「
戦
国
大
名
朝
倉
孝
景

は
越
前
国
の
守
護
だ
っ
た
？
」「
絶
頂
期
に
あ
っ
た
朝
倉
義
景
は
、
な
ぜ
い

と
も
簡
単
に
滅
亡
し
た
の
か
」「
六
千
坊
を
誇
っ
た
平
泉
寺
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
滅
亡
し
た
の
か
」「
柴
田
勝
家
の
城
下
町
が
成
立
す
る
以
前
の
北
庄

は
農
村
だ
っ
た
？
」「
大
坂
夏
の
陣
で
真
田
幸
村
の
首
を
取
っ
た
の
が
、
松

平
忠
直
の
家
臣
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
本
当
か
」「
現
在
地
に
福
井
県
庁
が

定
ま
っ
た
の
は
い
つ
か
」「
万
治
・
寛
文
の
大
火
を
は
じ
め
、
福
井
で
は
な

ぜ
春
先
に
大
火
が
起
こ
っ
た
の
か
」「
福
井
大
震
災
は
ど
こ
が
震
源
地
？
」

「
足
羽
山
は
な
ぜ
江
戸
時
代
に
愛
宕
山
と
呼
ば
れ
た
の
か
」「「
夜
叉
ヶ
池
」

は
な
ぜ
有
名
な
の
か
」「
白
山
が
昔
は
越
前
国
に
属
し
て
い
た
と
い
う
の
は

本
当
か
「「
福
井
」
と
い
う
地
名
は
、
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
の
か
」「「
鯖

江
」
と
い
う
地
名
の
由
来
は
？
」「
福
井
大
橋
が
天
下
の
奇
橋
と
い
わ
れ
た

の
は
？
」「
敦
賀
経
由
で
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
と
を
結
ぶ
国
際
列
車
が
走
っ
た
と

い
う
の
は
本
当
か
」「
越
前
町
朝
日
の
「
幸
若
舞
」
と
は
ど
の
よ
う
な
芸
能

か
」「
天
下
の
名
勝
「
東
尋
坊
」
の
由
来
」「
越
前
・
若
狭
の
一
宮
・
二
宮

と
は
ど
の
よ
う
な
神
社
か
」「
越
前
は
な
ぜ
真
宗
王
国
と
呼
ば
れ
た
の
か
」

「
道
元
禅
師
の
開
い
た
曹
洞
宗
に
永
平
寺
と
総
持
寺
の
両
本
山
が
あ
る
の
は

な
ぜ
か
」「
一
向
一
揆
と
い
う
歴
史
的
現
象
は
ど
の
よ
う
に
発
生
し
た
の
か
」

「
織
田
信
長
が
越
前
で
一
向
一
揆
の
徒
を
大
虐
殺
し
た
と
い
う
の
は
本
当

か
」「
日
本
最
後
の
別
格
官
幣
社
と
い
わ
れ
る
福
井
神
社
に
は
誰
が
祀
ら
れ

た
？
」「
芥
川
龍
之
介
の
小
説
『
芋
粥
』
に
出
て
く
る
敦
賀
の
「
利
仁
」
は

歴
史
上
の
人
物
か
」「
丹
生
郡
越
前
町
織
田
は
織
田
信
長
と
関
係
が
あ
る
？
」

「
福
井
県
出
身
の
総
理
大
臣
は
い
た
の
か
」「
戦
国
大
名
朝
倉
氏
が
一
乗
谷

を
居
城
と
定
め
た
の
は
、
い
つ
頃
か
」「
福
井
県
に
は
鉱
山
が
あ
る
の
？
」

「
世
界
的
な
コ
メ
の
銘
柄
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
が
福
井
県
で
生
ま
れ
た
と
い
う

の
は
本
当
？
」「
鯖
江
地
方
が
眼
鏡
枠
の
産
地
と
な
っ
た
の
は
ど
う
し
て
？
」

（
松
原
信
之
編
著『
福
井
県
謎
解
き
散
歩
』（
新
人
物
文
庫
）新
人
物
往
来
社
、

二
〇
一
二
年
五
月
）

　
　
（
六
）
史
料
集
・
史
料
紹
介

『
福
井
城
郭
城
址
史
料
展
出
品
目
録
―
開
館
九
周
年
記
念
』
福
井
県
立
図
書
館
、

一
九
五
九
年
四
月
［
解
説
］

「
藩
史
料
の
部
の
う
ち
絵
図
・
地
誌
解
説
」（
福
井
県
立
図
書
館
編
『
松
平
文
庫

目
録
』
福
井
県
立
図
書
館
、
一
九
六
八
年
三
月
）
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『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書 

上
巻
』
松
見
文
庫
、
一
九
七
一
年
九
月
［
杉
原
丈
夫
と

の
共
編
、「
越
前
国
絵
図
」「
越
前
国
絵
図
記
」「
越
前
国
城
跡
考
」「
越
藩

拾
遺
録
」「
南
越
温
故
集
」
の
原
稿
作
成
・
校
勘
・
解
題
を
担
当
］

『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書 

下
巻
』
松
見
文
庫
、
一
九
七
三
年
一
月
［
杉
原
丈
夫
と

の
共
編
］

「
42
越
前
国
絵
図
」「

101
〔
福
井
〕
御
城
下
之
図
」（
中
村
拓
監
修
、
海
野
一
隆

ほ
か
編
『
日
本
古
地
図
大
成
』
講
談
社
、
一
九
七
二
年
一
一
月
）

「
福
井　

福
井
御
城
下
之
図
」「
敦
賀　

敦
賀
町
絵
図
」（『
日
本
の
市
街
古
図【
東

日
本
編
】』
鹿
島
研
究
所
出
版
社
、
一
九
七
三
年
六
月
）［
解
説
］

「
上
水
掛
御
用
留
抜
書
」「
大
野
城
下
火
変
記
」（
原
田
伴
彦
ほ
か
編
『
日
本
都

市
生
活
史
料
集
成　

四　

城
下
町
篇
Ⅱ
』学
習
研
究
社
、一
九
七
六
年
一
月
）

［
校
注
］

「〈
史
料
紹
介
〉
壬
生
本
朝
倉
系
図
に
つ
い
て
」（『
日
本
海
地
域
史
研
究
』
第
六

輯
、
一
九
八
四
年
一
二
月
）

『
慶
応
年
間
福
井
御
城
下
絵
図
（
福
井
県
立
図
書
館
所
蔵
）』（
復
刻
古
地
図
）

人
文
社
、
出
版
年
不
明
［
解
説
］

『
円
陵
輿
地
略
図(

丸
岡) 

―
天
保
年
間
』（
復
刻
古
地
図
）
人
文
社
、
出
版
年

不
明
［
解
説
］

　
　
（
七
）
書
評

「〈
書
評
〉
米
原
正
義
著
『
戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』

第
二
二
巻
第
二
号
、
一
九
七
七
年
三
月
）

「〈
書
評
〉
福
井
県
郷
土
史
教
育
研
究
会
編
『
ぼ
く
ら
の
福
井
県
』」（『
若
越
郷

土
研
究
』
第
二
三
巻
第
六
号
、
一
九
七
八
年
一
一
月
）

「〈
書
評
〉
土
屋
久
雄
編
『
旧
金
津
城
主
溝
家
―
落
城
と
そ
の
後
』」（『
若
越
郷

土
研
究
』
第
二
四
巻
第
六
号
、
一
九
七
九
年
一
二
月
）

　
　
（
八
）
講
演
録

『
福
井
の
城
と
城
下
町
―
松
原
信
之
先
生
講
演
記
録
誌
（
六
十
一
、十
一
、三
）』

ふ
く
い
藤
田
美
術
館
、
一
九
八
六
年
一
一
月

「
福
井
の
城
と
城
下
町
の
歴
史
」（
歴
史
の
み
え
る
ま
ち
づ
く
り
協
会
編
『
結
城

秀
康
入
国
四
〇
〇
年
記
念 

歴
史
を
受
け
つ
ぐ
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
の
記

録
』
歴
史
の
み
え
る
ま
ち
づ
く
り
協
会
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）

　
　
（
九
）
事 

典 

項 

目

「
福
井
県
の
城
」（『
日
本
城
郭
全
集 

６
』
人
物
往
来
社
、
一
九
六
八
年
一
月
）

［
石
井
左
近
・
苅
田
益
二
と
共
編
］）

「
朝
倉
氏
」（
山
本
大
・
小
和
田
哲
男
編
『
戦
国
大
名
家
臣
団
事
典 

西
国
編
』

新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
一
年
八
月
）

『
日
本
歴
史
地
名
大
系 

第
一
八
巻 

福
井
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
一
年

九
月
（
編
集
委
員
代
表
、
総
論
・
越
前
国
・
吉
田
郡
・
足
羽
郡
・
福
井
市
・

丹
生
郡
・
武
生
市
・
南
条
郡
・
嶺
北
地
域
荘
園
・
嶺
北
地
域
寺
院
城
館
跡
・

行
政
変
遷
一
覧
表
を
執
筆
（
共
著
））

「
朝
倉
氏
」「
金
森
氏
」「
柴
田
氏
」（
山
本
大
・
小
和
田
哲
夫
編
『
戦
国
大
名
系

譜
人
名
事
典 

西
国
編
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
六
年
一
月
）

「
朝
倉
氏
」（
今
谷
明
・
藤
枝
文
忠
編
『
室
町
幕
府
守
護
職
家
事
典 

上
巻
』
新
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
四
巻
二
号

人
物
往
来
社
、
一
九
八
八
年
四
月
）

「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
・
竹
内
理
三
編
『
角
川
日
本
地
名
大

辞
典
18
福
井
県
』
角
川
書
店
、
一
九
八
九
年
一
二
月
）［
執
筆
］

「
朝
倉
英
林
壁
書
」「
朝
倉
景
鏡
」「
朝
倉
光
玖
」「
朝
倉
貞
景
」「
朝
倉
氏
」「
朝

倉
始
末
記
」「
朝
倉
孝
景（
英
林
）」「
朝
倉
孝
景（
宗
淳
）」「
朝
倉
教
景（
宗
滴
）」

「
朝
倉
義
景
」「
一
乗
谷
奉
行
人
」「
北
庄
城
」「
芝
原
上
水
」「
福
井
城
」「
福

井
城
下
」
ほ
か
（「
福
井
新
聞
社
百
科
事
典
刊
行
委
員
会
編
『
福
井
県
大
百

科
事
典
』
福
井
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
六
月
）［
歴
史
専
門
委
員
・
執
筆
］

「
朝
倉
景
連
」「
朝
倉
教
景
」「
朝
倉
義
景
」（
花
ヶ
前
盛
明
編
『
上
杉
謙
信
大
事

典
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
七
年
五
月
）

「
九
頭
竜
川
の
戦
い
―
加
賀
・
能
登
・
越
中
一
揆
の
越
前
侵
攻
」「
金
ヶ
崎
・
手

筒
山
城
の
戦
い
―
織
田
信
長
の
朝
倉
義
景
攻
撃
」「
柳
ヶ
瀬
・
刀
禰
坂
の
戦

い
―
朝
倉
義
景
の
敗
北
・
滅
亡
」（『
戦
国
合
戦
「
古
記
録
・
古
文
書
」
総

覧
―
「
応
仁
の
乱
」
か
ら
「
大
坂
の
陣
」
ま
で
』（
別
冊
歴
史
読
本
10
入
門

シ
リ
ー
ズ
）
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
九
年
三
月
）


